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が楽しそうに遊んでいた。しかし中には、ドッ
ジボールが苦手な子がいたり、あまり参加せ
ずに外野でおしゃべりをする子もいたりした。
また、ボールが当たって泣いてしまう子や、
怪我をしてしまう子もいた。車椅子を利用し
ている児童には、先生が付いて下さり、周り
の児童も気を遣いあっていた。
私たちは、多くの児童と関わり、みんなに
楽しんでもらえるように努めた。
写真2 盛り上がるドッジポー ル
反省点
• 5時間目も6時間目も同じコートを使用
したが、 1・2年生に合わせたコートの
広さだったため、 3年生にとっては狭
いようだった。
・ チーム編成に時間を取られすぎるなど、
きちんと時間通りに進めることができ
なかった。
• 学生はみな、小学生とふれあうことが
今までほとんどなかったので、打ち解
けるまでに時間がかかってしまった。
・ 授業の進め方を大まかにしか決めてい
なかった。
ドッジボールは、子どもたちが普段か
らよく遊んでいる遊びだったので、次
の機会には他のプログラムを用意する
ことも視野に人れるべきだと思われる。
感想
決して先生のように上手く授業を進めたと
は言えないが、みんなで協力してひとつの授
業を作り上げることができたことは、私たち
にとって大きな自信となった。子どもたちも
楽しそうに一緒に遊んでくれたので、その笑
顔がなにより嬉しかった。
課外授業を通して、地域社会における大学
の位置づけや、その使命という重要な問題に
ついて実感することができた。さらに、今回
の試みは私たち学生にとって貴重な体験とな
るだけではなく、小学校側にとっても「人手
不足」という問題の解決にもなった。両者に
とって有意義な時間となる、このような試み
を今後も続けていきたいと思う。
東西いのちの文化フォーラム2006
～事務局としての経験～
藤井歩美
前田晴子
2006年11月23日（木）に関西大学千里山キャ
ンパスにて「社会と大学と学会の連帯を求め
て」というテーマのもと、『東西いのちの文
化フォーラム』が開催された。これは、人体
科学会関西部会による「イキイキ健康博」、
大阪府シルバーアドバイザー養成講座による
「伝承文化＆おもちゃ作り」、大阪府レクリエー
ションによる「ニュースポーツ＆クラフト」、
体育会各部主催の体験教室などからなるユニー
クな複合イベントである。
私たちが直接運営に関わった「イキイキ健
康博」では、健康法としての身体技法である
「気功体操」や「太極拳」などを地域の人々
に体験してもらうため、専門家の先生方を招
き14のブースを設置した。私たちのゼミは、
その中の一つとして簡易体力測定のブースを
提供し、その他全体の運営、管理などにも関
わった。
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写真3 恒例となってきたフォー ラム
事前準備としては、 10月初旬よりパンフレッ
ト作成、一般公募の「ホッと写真展」と村野
藤吾写真展の計画、その他を同時に進行させ
た。前日には主に会場設営、そして当日は司
会や記録などを行った。また当日の設営では
効率をあげるためブースの配置と必要な備品
を紙に書き出し、ゼミ生の共通理解の中で取
り掛かれるようにした。流れ作業を採用する
などしてみんなで取り掛かることで効率がアッ
プした。
私たちゼミ主催のプースではただの体力測
定にならないよう、楽しみながら取り組める
ように心がけた。測定方法もユニークだった
ので笑顔が多く見られるブースになったと思
う。
そして、今までは提供する側ではなく参加
する側だったので、裏方の事などあまり考え
た事はなかったが、このいのちの文化フォー
ラムでは、自分逹が体験することで裏方の仕
事の大変さがわかった。しかし、それが決し
てつらいことばかりではないこともわかった。
自分達の力で達成できたという充実感も味わ
う事ができた。
イベント全体を通しては、地域の方たちが
たくさん来られていて、みんな「健康」につ
いていろいろ考える良い機会になったと思う。
私たちはいろいろな先生方の発表を聞いて
「健康」について改めて考えることができ、
良い経験を積ませていただいた。
また、地域の人々と触れ合える機会もあっ
た。例えばフォーラムに参加されていた方に
記録用の写真を送ったことだ。学生に混ざっ
て体験できた記念になったと、とても喜んで
くださったので、私たちもとても嬉しく思い、
次回の開催への励みになった。今回の経験を
糧にして次回以降も学生と地域の方たちの絆
になるようなフォーラムにしていきたい。
東西いのちの文化フォーラム2006
～体力測定ブースの運営～
概要
野村健太
久保夏美
2006年11月23日（木・勤労感謝の日）関西
大学千里山キャンパスにおいて「東西いのち
の文化フォーラム2006」が開催された。
もともと「東西いのちの文化フォーラム」
は、外部の諸団体とのかかわりあいからスター
トしているのであるが、すべてのコンテンツ
を無料で開放することでさらに多くの外部か
らの参加者を得て、多様な「かかわりの場」
として定着してきている。
私たちのゼミでは、この「かかわりの場」
で、参加者のみなさんに健康について考えて
もらうことを目的として、同フォーラムの主
要行事である東西身体技法体験ワークショッ
プ「イキイキ健康博」会場に簡単な体カテス
トのブースを出展した。
方法
調査対象者は「東西いのちの文化フォーラ
ム」の参加者で、不特定多数の被験者を蒻っ
た。被験者には「体カテスト」と「質問紙調
査」を実施した。
体カテストの内容は、「閉眼片足立ち」「座
位ステッピング」「イスすわり立ちテスト」
